
令和３年度 自己評価報告書 

令和４年 ６⽉２０⽇ 
学校法⼈ ⼩樽桂岡学園 

認定こども園 桂岡幼稚園 
１、 本園の教育目標 

＜５つの教育ポリシー＞ 
① ⾃律を⽬指す  ② ⼼⾝のバランスのとれた保育  ③ 個性を⼤切に育てる保育 
④ より良い環境を提供  ⑤ 豊かな経験と体験 

２、 本年度重点的に取組む目標・計画 

コロナ禍の制限ある⽣活の中でもより良い環境を提供し、豊かな経験と体験をしていけるよう⼯夫していく。 

３、 評価項目の達成及び取組状況 

評価（A…十分に成果があった  B…成果があった  C…少し成果があった  D…成果がなかった） 

 

４、 今後取り組む課題 

 課 題 具体的な取り組み⽅法 
１ 環境 園庭遊具の更新の時期に⼊っているため、⼦どもの遊びと成⻑を促す特徴のある遊具

を選定し、取り⼊れ、遊びの研究をしていく。 
２ 幼少接続 近隣の⼩学校と連携を図り、お互いの授業内容や保育を⾒学し、共通理解を持てるよ

うにしていく。 
３ 保護者との連携 園での活動、様⼦を伝えていけるように、画像の公開から映像の公開⽅法を検討し、

保護者との連携につなる⼯夫が必要。 
 
５、評議委員会の評価 

1. はじめに評議員より、教職員への１年間の勤務に対して謝意があった。 
2. 園内コロナの感染発⽣時の対応には⼤変な労⼒であったと思います。また、保護者の協⼒も⼤きなものと感

じました。 
3. ⾃⼰評価報告書の説明をいただきました。コロナ禍での取り組みは⼤変なことと思いました。できなかった

⽬標を令和４年度に期待します。 
4. 上記他、５項⽬に関して評価をいただきました。 

 評価項⽬ 評価 取り組み状況 
１ 感染症対策に取り組みながらも様々

な体験ができる環境を提供する。 
B 学級閉鎖等が何度かあったが、できるだけ活動を制限することなく過

ごすことができた。遠⾜や⾏事の参加⽅法により⼯夫が必要。 

２ 保護者に安⼼してもらうため、園の
様⼦を伝える努⼒をする。 

B 参観⽇が開催できなかったが、おたよりの回数を増やした
り、写真を通して様⼦を伝えていった。 

３ ⾏事への取り組み⽅を⼯夫する。 
 

A 例年の園児のみの⾏事は開催できた。保護者参加は年⻑を
中⼼とし、最後の園⽣活を⾒届けてもらった。 

４ ⾃⼰評価、施設関係者評価の仕⽅を
再検討する。 

C ⾃⼰評価の様式の変更をしたが、内容については今後検討
していく予定。 

５ 教育・保育の質の向上のために、園
内研修を充実させる。 

B 園外のオンライン研修やキャリアアップ講習には積極的に
参加できた。園内研修の充実や園外研修が出来なかった。 

６ 園児の健康増進と運動能⼒向上を図
る。 

A 感染対策をしながら、朝の運動や外での活動を増やし、体
を動かす機会を多くした。 


